
１ 施設の概要

２ 指定管理者が行う業務

３ 施設の管理体制 R7.4.1現在

管理体制

館長 次長
（正職員1） （正職員1）

 

４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 6,657 11,238 13,283 10,994 9,765 10,855 29,452 18,172 9,939 5,965 6,088 7,763 140,171

令和５年度 8,951 10,095 12,497 9,991 10,340 12,336 14,178 9,523 10,935 5,121 6,578 11,823 122,368

増　減 ▲ 2,294 1,143 786 1,003 ▲ 575 ▲ 1,481 15,274 8,649 ▲ 996 844 ▲ 490 ▲ 4,060 17,803

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

令和６年度 1,093 519 1,919 1,069 1,232 1,596 1,519 1,012 1,104 649 536 743 12,991

令和５年度 1,209 539 1,755 1,178 1,304 1,381 888 635 1,298 429 870 815 12,301

増　減 ▲ 116 ▲ 20 164 ▲ 109 ▲ 72 215 631 377 ▲ 194 220 ▲ 334 ▲ 72 690

施設所管課名 地域社会振興部スポーツ振興局スポーツ課 連絡先  ０８５７－２６－７９１９

指定管理者名 （公財）鳥取県スポーツ協会 指定期間  令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

指 定 管 理 業 務 点 検・評 価 シ ー ト（令和６年度業務)
令和７年７月２２日

施　設　名  鳥取県立武道館 所在地 米子市両三柳３１９２－１４

利用料金 （施設ホームページ(http://www.budoukan.jp/)のとおり）

開館時間 午前９時から午後１０時まで

休館日 １２月２９日から１月３日まで

設置目的 スポーツ（武道）の振興と県民の心身の健全な発展に寄与する。

設置年月日 平成１２年　７月３１日

施設内容

・敷地面積：２０，０００．００㎡
・延床面積：　９，０９５．４７㎡
・施設内容：主道場（６面）、小道場（２面）、弓道場（近的１２人立、遠的６人立）、
　　　　　　相撲場（屋内１面、屋外１面）、会議室、研修室、師範室、応接室

利用者数 (人)

利用料金収入
　　　 (千円)

委託業務の内容

・武道館の施設設備の維持管理に関する業務（施設設備の保守管理、修繕、清掃、保安警備等）
・武道館の利用の許可、利用料金の徴収等に関する業務
・その他施設の管理運営に必要な業務（利用者の受付・案内、付属設備・備品の貸出、利用指導・操作
・利用者へのサービスの提供、施設の利用促進、その他施設の管理運営に必要な業務
・武道の普及振興
・障がい者スポーツの普及振興

　　正職員：４人、嘱託職員（常勤）：３人、嘱託職員（非常勤）：４人　　〔 計　１１人 〕

 体育指導員（正職員1）

 スタッフ（正職員1）

 嘱託職員（常勤3）

 嘱託職員（非常勤4)



５ 収支の状況

６　労働条件等

（参考）
○労働基準監督署長への届出が必要な労使協定の例（労働基準法に基づくもの）
　・労働者の貯蓄金をその委託を受けて管理する場合（労働基準法第18条）
　・１ヶ月単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の２　就業規則に定めた場合には届出不要）
　・１年単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の４、第32条４の２ほか）
　・１週間単位の非定型的変形労働時間制（労働基準法第32条の５）
　・時間外労働・休日労働（労働基準法第36条　いわゆる「３６協定」）
　・事業場外労働のみなし労働時間制（労働基準法第38条の２　事業場外労働が法定労働時間内の場合は不要）
　・専門業務型裁量労働制（労働基準法第38条の３）

○各種管理者等の業種・規模に係る要件（労働安全衛生法に基づくもの）

区　　　　　分 令和６年度 令和５年度 増　　減

イベント 178 194 ▲ 16

小　計 12,991 12,301 690

収入

事業収入

施設使用料 10,082 9,079 1,003

教室参加料 2,731 3,028 ▲ 297

351 357 ▲ 6

小　計 82,824 72,753 10,071

事業外収入

自動販売機手数料 2,437 2,452 ▲ 15

県委託料 80,036 69,944 10,092

雑入

計 95,815 85,054 10,761

支出

 人  件  費 35,150 32,635 2,515

 管理運営費

 そ　の　他 0

計 94,529 79,943 14,586

59,379 47,308 12,071

 事　業　費 0

収 　支 　差 　額 1,286 5,111

確認項目
状況

備考
正職員 嘱託職員(常勤） 嘱託職員（非常勤）

※常時１０人以上の労働者を起床する場合
は作成、届出が必要

労使協定の締結状況 有 有 有
※労働基準監督署長への届出が必要な協
定の有無

雇用契約
・

労使協定

労働条件の書面による提示 就業規則 労働条件通知書 労働条件通知書 ※書面の名称を記入

就業規則の作成状況 有 有 有

※タイムカード、ICカード、自己申告、使用者
の現認などの別を記入

休暇、休日の状況 年20日 年16日
労基法の定めにより
年0日から年20日

※幅がある場合は上限、下限を記入

労働時間

所定労働時間 8時間／日 8時間／日
4～5時間／日
8時間／日

※幅がある場合は上限、下限を記入

時間管理の手法
タイムカード及び使用

者が確認
タイムカード及び使用

者が確認
タイムカード及び使用

者が確認

※適否を記入

支払い遅延等の有無 無 無 無 ※有無を記入

給与

給与金額 257,766円／月 182,000円／月 74,333円／月 ※直近の平均月額を記入

最低賃金との比較 適 適 適

処遇改善計画との比較 100.00% 99.00% 117.00% ※達成率を記入

種別 業種 規模（常時使用する労働者数）
産業医 全ての業種 50人以上

衛生管理者の選任 選任の要否：否　　選任状況：選任なし ※規模の要件あり

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任 選任の要否：要　　選任状況：次長兼体育指導員 ※業種・規模の要件あり

安全衛生

一般健康診断の実施 年１回実施

産業医の選任 選任の要否：否　　選任状況：選任なし ※規模の要件あり

安全管理者の選任 選任の要否：否　　選任状況：選任なし ※業種・規模の要件あり

安全管理者

林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業、製造業（物の加工業を含
む。）、電気業、ガス業、熱供給業、水道業、通信業、各種商品卸
売業、家具・建具・じゅう器等卸売業、各種商品小売業、家具・建
具・じゅう器小売業、燃料小売業、旅館業、コルフ場業、自動車整
備業及び機械修理業

50人以上

衛生管理者 全ての業種

50人～200人（１人選任）
201人～500人（２人選任）
501人～1,000人（３人選任）
1,001人～2,000人（４人選任）
2,001人～3,000人（５人選任）
3,001人以上（６人選任）

安全衛生推進者 安全管理者と同じ 10人以上50人未満
衛生推進者 安全管理者の選任を要する業種以外の業種 10人以上50人未満



７ サービスの向上に向けた取組

８ 利用者意見への対応

区　分 取　　組　　内　　容

施設運営

・臨時職員を1名増員し、円滑な施設運営を行った。
・すべての職員が人権研修を年２回受講し、自己啓発を図った。
・社会貢献活動として大会等へ職員を派遣した。（大会役員・審判等）
・心肺蘇生訓練用の人形を購入し、救命救急講習を実施した。
・心肺蘇生用フェイスシールドを職員へ配布し館内での救急事案があった場合に対応できるようにした。
・新型コロナウイルス感染症対策として、検温器増設、アルコール消毒液の設置や施設の消毒・換気作業の実施
した。
・広告事業による収入の確保策として、ホームページのバナー広告掲載による財源の確保を実施した。
・利用料金改定（会議室等に営利目的料金、１年定期）により新規料金を設定した。
・急なキャンセルによる施設の空きによる影響を避けるため、利用を含め５日前からキャンセル料を設定した。
・ホームページ・デジタルサージやSNSでの情報発信。学校へイベントや教室の案内配布し広報を行った。
・職員による植栽管理で経費削減を図った。
・弓道場にビニール窓を設置し冬場の寒さ対策を実施した。
・駐車場内に事故注意喚起看板を設置し、事故防止に向けた取り組みを実施した。
・駐車禁止区域が利用者へ分かりやすいようポールを設置した。
・防犯カメラを屋外に４台設置し防犯対策を行った。（正面玄関・道場入口・駐車場２台）
・熱中症対策として各道場に温湿度計を設置した。
・気象庁の熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラートが発出された場合はキャンセル料を徴収しないように
した。
・PM2.5や黄砂の注意喚起を館内掲示した。
・年4回の定期アンケートを実施し、要望把握やイベント時の満足度調査等を行った。
・県施策への積極的な協力として、スタンプラリーの実施や県民の日の無料開放対応等を行った。
・とっとり施設予約システムが更新されたことにより、申込手続きの簡素化を行った。
・男子トイレにサニタリーボックスを設置し誰でも利用しやすい環境に努めた。
・除雪機を購入し、職員による除雪作業を向上させた。
・「さすまた」を購入し防犯対策をした。

利用者対応

・専用利用申込書および受付業務の電子化、電子マネーの導入を実施し、利用者の利便性向上を図った。
・会議室等の予約を3か月前から受付することに変更した。
・忘れ物をホームページに掲載した。
・減免者確認のための減免カードを作成し、利用者の利便性向上を図った。
・施設として、とっとり子育て応援隊へ登録した。
・小道場（１）前男女更衣室へベビーベット、2階観客席側男女多目的トイレへベットを設置した。
・インターネット施設予約サービスから予約受付を行った。
・研修室（１）の机イスを片付け、多くの方が利用しやすいよう多目的に使えるようにした。
・MRAIRO　ID登録 （障がい手帳をスマホで登録）を行い利便性の向上に努めた。

ロータリーで長時間、車を駐車してい
る。

ロータリーで長時間駐車しないよう注意喚起の看板を設置し対応した。

　利用者からの積極的な評価

・トイレが綺麗でよかった。
・教室の申込みがネットでできて便利だった。
・とても使用しやすく良好だった

武道普及振興

・武道教室を開催し、武道の普及に努めた。
・㈱ローソンの特別協賛により武道の普及振興につながる大会（柔道・剣道）を開催。
・スポーツ教室の案内を米子市の小学校へ配布した。
・弓道場へ専門書籍を設置し誰でも情報を得られるように提供した。
・武道合同体験会にeスポーツ体験も同時に開催し武道以外の方も来館しやすいようにした。

利用者意見
の把握方法

・「利用者の声」の収集と年４回のアンケート調査を実施
・インターネットによる利用申込制度稼働及びその制度の広報活動（館内に案内及び掲示）
・武道館ホームページの「お問合せフォーム」及び電子メールによるインターネットを利用したリアルタイムで
の利用者の意見・要望把握
・外部評価委員会を開催（毎年実施）

利用者からの苦情・要望 対　応　状　況



９ 指定管理者による自己点検

レ

レ

①経費の削減
・第三者委託業務の期間を５年間とした入札を行うことにより、委託料を削減した。
・第三者委託業務を見直し、造園保守については職員が草刈り等を行い、一部の作業のみ外部委託を行うことにより、大幅に委託
料を削減した。
・節水、節電、コピー用紙のリユース等、経費節減を徹底した。
・契約設定の見直しを行い、さらにコストの削減に努めた。
・デマンド制御機器を設置し、最大需要電力を抑制した。
・軽微な修繕は職員で行い、経費削減に努めた。

②職員の意識改革
・平成３１年度からの指定管理募集が指名指定から公募に変更になったことで、より職員の間で危機感が生まれコスト意識やサー
ビス意識が向上した。
・接遇研修等を積極的に行った。
・人権・同和研修に職員が年２回参加し、職員の人権意識の高揚を図った。
・各種スポーツ資格取得の研修に積極的に参加し、資格取得を促進した。
・個人情報保護に関する研修会を開催した。
・来館されたお客様に対して、速やかに窓口にて対応するなど、利用者の目線に立った対応に努めた。
・鳥取県版環境管理システム（ＴＥＡＳ）Ⅱ種を運用し、特に電気利用量、コピー紙、ゴミの節減を徹底した。
・あいサポーター研修に参加し、障がい者への理解を深めた。
・ハラスメント研修を職場内で行い意識の向上を図った。

③利用者の増
・武道連盟と共同して大会・イベントを開催し利用者が増加た。
・武道以外の利用者が増加した。
・ホームページを利用した広報活動により、利用者が増加した。
・フェイスブック、インスタグラムを活用して、情報発信を行った。
・休館日を年末年始のみとしたことにより、利用者が増加した。
・武道教室の広報活動（米子市の小学校へ生徒人数分の案内を配布）により、参加者が増加した。
・武道以外のスポーツ教室を実施し、幼児から高齢者まで参加しやすい運動教室を実施した。
・会議室へWi-Fiを設置し利用の掲示を行った。
　
④県や関連機関との連携
・県の方針や施策との整合を図りながら施設を運営した。
・全国都道府県立武道館協議会、県武道連盟連絡会、県内公立武道館協議会と連携した。
・障がい者就労施設に積極的に発注（印刷製本費）した。
　
⑤市民との連携
・隣接の米子ゴルフ場、弓ヶ浜公園と連携を密接にし、地域の方の潤いの場として提供していくとともに、大規模な大会について
は、相互に駐車場提供の便宜を図るなどの対応を実施した。
・バナー広告をホームページに掲載し地域の活性に努めた。

⑥環境配慮活動
・ＴＥＡＳを遵守することにより、環境に配慮した施設運営を行った。
・巡回を行い、節電・節水の徹底を図った。
・リサイクル活動としてペットボトルキャップ、プルタブの回収をした。

労働関係法令、環境関連法令、建築物の管理に関する法令その他関係法令の遵守状況

協定書（仕様書）、指定管理者募集（又は審査）要項及びその付属資料並びに指定管理者指定申請書の遵守状況

⑦ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の管理
・すべての職員が事故に対応できるよう、普通救命講習Ⅱを修了し、資格を得る。
・１階エントランスに設置し、利用者にもわかるようにしている。

⑧開館時間と休館日の変更
・休館日を年末年始のみとし、併せて大会等の時間にあわせ、開館時間変更を柔軟に対応したことにより、利用者から好評を得
た。

⑨外部評価委員会
・新型コロナ感染対策の為、一堂に会しての会議は中止とし、書面による評価及び意見・要望の聞き取りを行った。

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕

①苦慮している点
・設備等の修繕が増加しているため利用者へ影響が出ないよう予防保全に努める。

②積極的に取組む事項
・武道以外の定期的な利用を促進し、地域に密着した施設づくりを行う。
・武道競技の拠点施設として、館内のほか外部での指導についても積極的に行い、県内武道の普及振興を図っていく。
・短期教室を開催し、スポーツ活動の充実及び競技力の向上を図っていく。
・講習会等を開催し、研修室、会議室を利用率の向上を図っていく。
・武道ツーリズムなど海外からの利用者の促進を図っていく。
・障がい者が利用しやすい施設運営をしていく。



10 施設所管課による業務点検

☑

☑

　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕

3
概ね協定の内容どおり実施されており、適切な管理が行われている。
除雪機を購入し、職員による迅速な作業完了に努めた。

　○施設設備の保守管理・修繕

　○施設の保安警備、清掃等

　○事故の防止措置、緊急時の対応

項　　　　　　　目 評　価 点　　　検　　　結　　　果

労働関係法令、環境関連法令、建築物の管理に関する法令その他関係法令の遵守状況

協定書（仕様書）、指定管理者募集（又は審査）要項及びその付属資料並びに指定管理者指定申請書の遵守状況

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕

3 概ね協定の内容どおり実施されており、適切な管理が行われている。
　○利用受付・案内

　○附属設備・備品の貸出し

　○利用指導・操作

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕

3
概ね協定の内容どおり実施されており、適切な管理が行われている。　○利用の許可

　○適正管理に必要な利用者への措置命令

　○利用料金の徴収、減免の実施

〔収入支出の状況〕 3 施設利用者及び利用料金収入の増加に努め、黒字を継続した。

〔職員の配置〕 3 概ね協定の内容どおり実施されており、適切な管理が行われている。

〔利用者サービス〕

4

概ね協定の内容どおり実施されており、適切な管理が行われている。
昼間の利用予約が少ない時間に教室を追加し、一般利用の増加に努めた。
教室利用者の送迎待ち等で長時間停車する車両がないよう、注意喚起の看板を
設置した。
利用日の５日前からキャンセル料を設定し、利用者の増加に努めた。
年間パスポートの発行を開始した。

　○開館時間、休館日、利用料金等

　○利用者へのサービス提供・向上策

　○施設の利用促進

　○個人情報保護、情報公開

　○利用者意見の把握・対応

〔関係法令の遵守状況〕

3 概ね協定の内容どおり実施されており、適切な管理が行われている。

　○関係法令に係る行政指導等の有無等

　 ・労働関係法令
　　（労働基準、労働安全、障がい者雇用等）

　 ・環境関連法令
　　（大気、水質、振動、廃棄物等）

　 ・その他の法令

　○県内発注（鳥取県産業振興条例）

〔会計事務の状況〕

3 概ね協定の内容どおり実施されており、適切な管理が行われている。

　○不適正事案や事故等の有無

　○業務報告書(月次)における内部検査結果

　○利用料金等に係る適正な会計事務
　　（利用券、利用券管理簿の管理など）

　○必要な規程類の整備
　　（会計規程、協定書等で整備が定められて
　　　いる規程など）

　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。
　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されている、
　　　　　　　　計画・目標、前年度実績を大きく下回っているなど、大いに改善を要する。

総　　　　括 3

《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があり、
　　　　　　　　優れた管理運営がなされている。
　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。
　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成している。

〔県の施策への協力〕
3 障がい者就労施設への物品調達の発注に努めた。

　○障がい者就労施設への発注

〔　　　　　〕


